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高橋　涼川田　源貴
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男子決勝トーナメント 決勝 № SM

平成１９年８月２３日(木) 14:20

　準決勝で本丸中に快勝した地元山形六中と、東海大第四中に大接戦の末に逆転勝ちを収めた京北
中。山形六中は初優勝を、京北中は８年ぶり２度目の優勝を狙っての対戦。
　両チームともハーフマンツーマンのDefでスタート。山形六は＃５、＃６の３Ｐ、一方京北は＃
４、＃１４のドライブや３Ｐで応戦。１Ｑ残り３分、山形六の＃４のスティールにより１８－７と
なったところで、京北たまらずタイムアウト。しかし、その後も山形六の勢いは止まらず、１Ｑを
３０－１１の大量リードで終了。
　２Ｑに入り、京北は２－１－２ゾーンのDefに変え、流れを変えようとするも、山形六は＃８の
ジャンプシュートを中心に、３Ｐやスティールからの速攻による変幻自在の攻撃で得点を重ね、逆
にリードを広げる。対する京北も、１対１を仕掛け加点するも点差は縮まらず、前半を５６－３２
で終了。
　後半、京北はDefをオールコートマンツーマンに変えプレッシャーをかけるも、山形六の巧みな
ボール運びとインサイドにボールを集める攻撃が効を奏する。京北は１対１からの攻撃を続ける
も、山形六の堅い守りを崩せず得点が伸びない。３Ｑ終了時には７７－４４と３３点の大差をつけ
る。
　４Ｑに入り、京北は激しいプレッシャーやダブルチームからのスティールを試みる。残り３分、
京北のスピードに乗った果敢な攻めで、２５点差まで詰め寄るが追い上げもここまで。結局９９－
７０の予想外の大差で、山形六中が開催地にして念願の初優勝を手中に収めた。地元の応援を味方
につけ、ここ一番に勝負強さを発揮した山形六中の全国制覇、日本一の偉業を讃えたい。


